
 技術・家庭（技術分野）  

技術・家庭（技術分野）における改訂のポイント          

１ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

２ 「技術の見方・考え方」について 

技術の見方・考え方は，「生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会から

の要求，安全性，環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化すること。」とされているが，そ

れぞれＡ～Ｄの４つの内容によって，重点の置き方が変わったり，異なった視点を用いたりして

いるので，内容の特徴に応じた学習活動を検討する必要があります。技術の見方・考え方を働か

せることで，より深い学びへとつながっていきます。 

３ 「技術分野の学習過程」について 

技術分野で育成することを目指す資質・能力は，単に何かをつくるという活動ではなく，例え

ば，技術に関する原理や法則，基礎的な技術の仕組みを理解した上で，生活や社会の中から技術

に関わる問題を見いだして課題を設定し，解決方策が最適なものとなるよう設計・計画し，製

作・制作・育成を行い，その解決結果や解決過程を評価・改善し，さらにこれらの経験を基に，

今後の社会における技術の在り方について考えるといった学習過程を経ることで効果的に育成す

ることができま

す。 

また，これら

の学習課程は，

一方向に進むも

のではなく，生

徒の学習状況に

応じて，各段階

間を往来する必

要があります。 

 

「深い学び」とは，生徒が生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，その解決に向け

た解決策の検討，計画，実践，評価・改善といった一連の学習活動の中で，生活の営みに係る見

方・考え方や技術の見方・考え方を働かせながら課題の解決に向けて自分の考えを構想したり，

表現したりして，資質・能力を獲得する学びです。 

「対話的な学び」とは，他者と対話したり協働したりする中で，自らの考えを明確にしたり，広

げ深めたりする学びです。なお，技術分野では，例えば，直接，他者との協働を伴わなくとも，

既製品の分解等の活動を通してその技術の開発者が設計に込めた意図を読み取るといったことな

ども，対話的な学びとなります。 

技術・家庭科における「主体的な学び」とは，現在及び将来を見据えて，生活や社会の中から問

題を見いだし課題を設定し，見通しをもって解決に取り組むとともに，学習の過程を振り返って

実践を評価・改善して，新たな課題に主体的に取り組む態度を育む学びです。そのため，学習し

た内容を実際の生活で生かす場面を設定し，自分の生活が家庭や地域社会と深く関わっているこ

とを認識したり，自分が社会に参画し貢献できる存在であることに気付いたりする活動に取り組

むことなどが考えられます。 

※上記に示す各学習過程は例示であり，上例に限定されるものではないこと 

技術分野の学習過程と，各内容の三つの要素及び項目の関係 



技術・家庭科（技術分野）における学習評価のポイント 

１ 技術・家庭科（技術分野）における評価の観点について 

 ○３つの柱で整理された育成を目指す資質・能力に対応するように，評価の観点も以下のよう
に３観点に整理して示されています。 

          【旧】                  【新】 

     評価の観点 

生活や技術への関心・意欲・態度 

生活を工夫し創造する能力 

生活の技能 

生活や技術についての知識・理解 

 

【中学校 技術・家庭科（技術分野）評価の観点及びその趣旨】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生活や社会で利用されている
技術について理解していると
ともに，それらに係る技能を
身に付け，技術と生活や社会,
環境との関わりについて理解
している。 

生活や社会の中から技術に関わ
る問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，表現するなどして
課題を解決する力を身に付けて
いる。 

よりよい生活や持続可能な社会
の構築に向けて，課題の解決に
主体的に取り組んだり，振り返
って改善したりして，技術を工
夫し創造しようとしている。 

 

２ 「知識・技能」の評価 

○ この観点は，基礎的な技術について，その仕組みの理解やそれらに係る技能の習得状況を
評価するものであり，技術に関係する科学的な原理・法則とともに，技術と生活や社会，環
境との関わり及び，生活等の場面でも活用できる技術の概念の理解も評価します。 
ここでの評価規準は，基本的には当該項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項

アについて，その文末を分野の観点の趣旨に基づき，「～について（を）理解している」，「～
ができる技能を身に付けている」として作成します。 

３ 「思考・判断・表現」の評価 

○ この観点は，技術を用いて生活や社会における問題を解決するための思考力，判断力，表現
力等を身に付けているかを評価するものになります。技術分野の各内容は「生活や社会を支え
る技術」，「技術による問題の解決」，「社会の発展と技術」の三つの要素からなる学習過程を踏
まえて項目が設定されていることから，各項目では，一連の学習過程における位置付けを踏ま
えた思考力等を評価します。 
ここでの評価規準は，基本的には当該項目で育成を目指す資質・能力に該当する指導事項イ

について，評価の観点の趣旨及び学習過程における各項目の位置付けに基づき，その文末を「～
について考えている」として作成します。 

４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価 

○ この観点は具体的には，以下の点について評価します。 
①粘り強さ（知識及び技能を獲得したり，思考力・判断力・表現力等を身に付けたりするこ
とに向けた粘り強い取組を行おうとする側面） 

②自らの学習の調整（その中で自らの学習を調整しようとする側面） 
③これらの学びの経験を通して涵養された，技術を工夫し創造しようとする態度 
基本的には，分野の観点の趣旨に基づき，当該項目の指導事項ア，イに示された資質・能

力を育成する学習活動を踏まえて，文末を「～しようとしている」として作成します。 
この観点の評価規準は，一連の学習過程で育成される資質・能力の関連に配慮し整理する

ことが大切です。例えば，各内容における（1）で身に付ける「知識及び技能」や「思考力，
判断力，表現力等」の資質・能力は，各内容における（2）及び内容の「Ｄ情報の技術」の
（3）の「技術による問題の解決」の学習に生かされるものであるので，各内容の(1)では
「主体的に技術について考え，理解しようとする態度」について評価することが考えられま
す。 

評価の観点 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に学習に取り組む態度 


